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四
　
月
　
に
　
開
　
校

環

境

は

ば

つ

ぐ

ん

吉

田

小

学

校

町
で
は
、
南
部
地
域
小
・
中
学
校
適
正
配
置
計
画
の
一

環
と
し
て
、
伊
左
座
小
学
校
に
続
い
て
吉
田
小
学
校
を
、

吉
田
御
輪
地
の
山
間
に
澤
設
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
年
の
四
月
に
開
校
の
予
定
で
、
総
事
業
費

三
億
四
千
万
円
で
建
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
完
成
す
れ

ば
、
普
通
教
室
の
他
、
図
書
室
や
視
聴
覚
室
な
ど
児
童
に

と
っ
て
必
要
な
教
室
が
す
べ
て
完
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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亘
町
は
、
不
幸
に
し
て

交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た

か
た
の
、
急
場
の
生
活

の
窮
状
を
救
済
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
一

日
一
円
の
保
険
、
交
通

共
済
制
度
を
つ
く
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
相
互
扶
助

を
基
本
に
し
た
共
済
制

度
で
す
。
お
互
い
に
助

け
合
え
る
よ
う
家
族
ぐ

る
み
の
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

出
資
金
一
世
帯
百

円

掛
金
一
人
年
額
三

百
六
十
円
。
中
途
加
入

の
と
き
は
、
五
十
一
年
九
月
三
十
日

ま
で
の
月
数
×
三
十
円
で
す
。

対
象
と
な
る
事
故
　
自
動
車
・
オ

ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・
汽
車
・
耕
運

機
な
ど
乗
物
に
よ
る
人
身
事
故
（
た

だ
し
、
国
内
で
の
事
故
に
限
る
）

師
歳
以
上
は
無
劇

加
入
に
は
申
請
が
必
要

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
町
が

掛
金
を
負
担
Ｌ
も
す
の
で
、
無
料
で

加
入
す
る
こ
と
が
雫
を
塞
い
か

し
、
加
入
に
は
申
請
書
が
必
要
で
す

か
ら
、
印
鑑
を
持
参
し
、
役
場
住
民

相
談
室
に
申
請
く
だ
さ
い
。



本
年
一
月
六
日
以
来
元
土
木
係
長
に

か
ゝ
わ
る
不
祥
事
件
に
つ
い
て
は
、
新

開
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
お
り
、
町

政
を
あ
づ
か
る
責
任
者
と
し
て
誠
に
申

訳
な
く
深
く
反
省
す
る
と
共
に
管
理
監

督
不
行
届
き
の
点
に
つ
き
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
率
直
に
お
詫
び
申
し
上
げ
、
今

後
の
戒
め
と
し
て
次
の
と
お
り
、
人
事

の
刷
新
を
行
い
行
政
処
分
を
い
た
し
ま

し
た
。
一
、
人
事
の
刷
新

Ｉ
、
粛
正
　
職
員
に
公
務
員
と
し
て

の
自
覚
を
促
が
し
、
庁
内
の
粛
正
を
行

ナ
フ
0

∽
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
等
で
あ
く
ま
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
範

メ
ン
バ
ー
を
選
び
、
派
手
に
な
ら
　
因
で
す
る
こ
と
。

ぬ
よ
う
自
粛
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
Ｉ
、
人
事
異
動
．

川
　
ゴ
ル
フ

ィ
、
土
曜
の
午

後
、
日
曜
又
は
祭
日

等
の
休
日
以
外
は
白

今
回
の
不
祥
事
件
に
対
し
て
陳
謝

町
長
・
助
役
・
収
入
役
と
二
課
長
を
行
政
処
分

三
月
定
例
議
会
を
前

粧
し
て
、
今
直
ち
に
行

う
こ
と
は
混
乱
を
ま
ね

き
事
務
に
支
障
を
来
た

粛
す
る
こ
と
。

ロ
、
メ
ン
バ
ー
を
選
び
、
疑
惑
を
受

け
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
を
組
ま
な
い
こ

と
。

㈹
　
そ
の
他

競
輪
、
親
鳥
、
顛
艇
な
ど
に
お
い

て
も
、
土
曜
の
午
後
、

日
曜
又
は
祭
日

す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

最
も
適
当
な
時
期
に
行
い
た
い
。

二
、
行
政
処
分

一
月
三
十
一
日
付
で
次
の
と
お
り
、

行
政
処
分
を
執
行
。

町
長
　
減
給
一
〇
〇
分
の
三
、
六

ケ
月公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
の
で
、
条

例
を
改
正
す
る
ま
で
専
決
で
実
施
。

助
役
　
讃
貴
、
減
給
一
〇
〇
分
の
三

三
ケ
月
収
入
役
　
諸
責

窪
設
課
長
　
減
給
一
〇
〇
分
の
五

六
ケ
月
人
事
課
長
　
戒
告
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昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
五
十
一
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。
し
か
し
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
か
た
で
も
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
、
予
定
納
税
し

た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
か
た
は
、
確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
前
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の
還
付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
こ
で
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
は
2
月
皆
～

3

月

1

5

日

2
鈍露媛

◎⑳◎◎
◎ｅ◎

納
め
す
ぎ
の
か
た
は

早
目
に
由
告
を

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
一
年
間

の
所
得
と
そ
の
税
金
を
計
算
し
て
申
告

し
、
納
税
す
る
手
続
き
で
す
。
従
っ
て

商
売
を
し
て
い
る
か
た
な
ど
で
、
所
得

金
額
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
多
い
か
た
な
ど
、
一
定
要
件
に
あ

て
は
ま
る
か
た
は
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
確

定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
か
た
で
も
、

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
税
金
が
納
め
す

。
（

ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
か

財
て
、
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合

に
彗
で
き
る
だ
け
早
め
に
確
定
申
告

を
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。確

定
申
告
を
す
れ
ば

税
金
が
も
ど
る
人

ｌ
　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、
配
当
、

原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
割
合
多
く

．
、
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
ゐ
所
得

が
あ
ま
り
多
く
な
い
か
た
。

2
　
サ
ラ
リ
ー
マ
′
ン
の
か
た
で
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控

除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

た
。①
　
雑
損
控
除
　
災
害
や
盗
難
、
横

領
に
あ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
に
損
害

を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
損
害
額
が

所
得
の
一
〇
㌫
を
越
え
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
越
え
て
い
る
部
分
の
金
敬

が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

⑧
　
医
療
費
控
除
　
本
人
や
家
族
の

か
た
が
病
気
に
な
り
、
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
に
、
支
払
っ
た
医
療
費

が
所
得
の
五
㌫
か
五
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
万
の
金
額
を
越
え
て
い
る
と

き
は
、
、
そ
の
越
え
て
い
る
部
分
の
金

額
が
所
得
金
観
か
ら
最
高
二
百
万
円

ま
で
控
除
さ
れ
ま
す
。
ｌ

㊥
　
住
宅
取
得
控
除
　
昭
和
五
十
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
床
面
積

が
百
六
十
五
平
方
㍍
（
昭
和
四
十
八

年
以
前
に
新
築
し
た
も
の
は
百
二
十

平
方
㍍
）
以
下
の
住
宅
を
新
築
し
た

り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
て
、
六
ケ

月
以
内
に
居
住
し
た
年
以
降
三
年
間

金

住民税の申告と納税相談
町では、次の日毎で住民税の納税相談を行います。申告書に

必要事項を記入し、申告されるようお願いします。

◇日時　2月25日－27日　9時～16時

◇場所　役場東別館第二会議室

もの　印鑑、国民健康保険領収書、国民年金手帳、

支払証明書、医療費支払書など

◇持参す

生命尿

農業所得の計算も同じ日程で行います。
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納めすぎ
載

に
わ
た
っ
て
各
年
分
の
所
得
税
の
額

か
ら
最
高
三
万
円
（
昭
和
四
十
八
年

以
前
に
新
築
し
た
も
の
は
最
高
二
万

円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る

と
き
は
、
最
初
の
年
に
確
定
申
告
す

れ
ば
、
そ
の
後
の
年
は
年
末
調
整
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

3
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
、
年
の

中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な
か

っ
た
か
た
。

4
　
予
定
納
税
を
し
て
い
る
か
た
で
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
か
た
。

申
告
書
に

添
付
す
る
書
類

確
定
申
告
を
す
る
と
き
、
申
告
書
に

涙
付
し
た
り
、
捏
示
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
般

的
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で

事
前
に
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ｌ
　
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合

被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損

害
な
ど
の
明
細
書

2
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

助
役
に
入
江
氏
収
入
役
に
大
貝
氏

の

再

任

が

決

定

昭
和
4
7
年
2
月
　
水
巻
町
助
役
に
…

一
月
十
九
日
水
巻
町
議
会
臨
時
会
が

開
か
れ
、
助
役
と
収
入
役
の
再
任
が
決

ま
り
ま
し
た
。

入
江
末
彦
助
役
は
今
回
で
二
期
目
、

ま
た
、
大
貝
寿
丸
収
入
役
は
三
期
目
の

選
任
と
な
り
ま
す
。

入
江
末
‥
謬
氏

こ
の
重
大
な
時
期
に
水
巻
町
助
役
と

し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
を
補
佐
し
、
行
政
に
最
善
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
酷
い
し
ま
す
。

略
　
歴

生
年
月
日
　
大
正
1
0
年
9
月
1
日

現
住
所
　
水
巻
町
大
字
立
屋
敷

学
歴
　
昭
和
1
4
年
3
月
　
福
岡
県
立

東
筑
中
学
校
卒
業

職
歴
昭
和
2
2
年
3
月
　
水
巻
町
雇

3
5
年
4
月
　
水
巻
町
民
生
課
長

4
3
年
6
月
　
水
巻
町
総
務
課
長

4
6
年
4
月
　
水
巻
町
企
画
室
長

兼
開
発
担
当
主
幹

選
任
現
在
に
至
る

大
足
二
弄
丸
氏

水
巻
町
収
入
役
と
し
て
三
た
び
選

任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
財

政
再
建
の
た
め
入
江
助
役
と
共
に
、

町
長
補
佐
の
責
任
を
果
た
す
覚
悟
で

あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
留
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
ペ
ん
た
つ
を
く
だ
さ
る

零
っ
ぉ
願
い
し
ま
す
。

噂
　
歴

生
年
月
日
　
大
正
5
年
9
月
2
2
日

現
住
所
　
水
巻
町
大
字
猪
熊

入江禾彦氏

大員寿丸氏

長
学
歴
昭
和
1
0
年
9
月
小
倉
専
㈱

修
高
等
計
理
学
校
卒
業

職
歴
昭
和
1
7
年
3
月
水
巻
町
書
記
酬

3
4
年
4
月
水
巻
町
教
育
長
洲

職
務
代
理
里
・

昭
和
3
5
年
4
月
水
巻
町
ｌ総
務
課
細

4
3
年
2
月
　
水
巻
町
収
入
役
…

に
選
任

ｌ

ノ

ヽ

3
　
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
場
合

①
楚
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
㊥

登
記
簿
謄
（
抄
）
本
、
㊥
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
書
類

た
だ
し
、
四
十
八
年
分
、
四
十
九

年
分
の
確
定
申
告
の
際
に
、
こ
れ
ら

の
書
類
を
添
付
し
て
こ
．
の
控
除
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
改
め
て
添
付
す

る
必
要
は
あ
力
ま
せ
ん
。

4
　
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

支
払
っ
た
生
命
保
険
料
が
一
契
約

に
つ
き
年
間
九
千
円
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
支
払
保
険
料
の
証
明
書

5
　
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

6
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
が
申
告
す

る
場
合
勤
務
先
か
ら
も
ら
っ
た
源
泉
徴
収

票
な
お
、
生
命
保
険
料
控
除
と
損
害

保
険
料
控
除
の
保
険
料
や
掛
金
で
、

す
で
に
年
末
調
整
の
際
に
給
与
所
得

か
ら
控
除
を
受
け
た
分
に
つ
い
て
は

改
め
て
添
付
し
た
り
、
提
示
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
く
わ
し
い
こ
と
は
若
松
税
務

署
調
査
第
一
部
門
（
髄
7
6
1
・
2
5

3
6
）
が
お
答
え
し
ま
す
。

譲
渡
所
得

申
告
の
説
明
会

土
地
や
建
物
、
暫
冗
っ
た
場
合
、
税
金

は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う
。

町
で
は
、
Ｖ
特
別
に
税
務
署
と
奥
同
し

可
、
昭
和
五
十
年
中
に
土
地
や
建
物
な

ど
を
売
ら
れ
た
人
の
た
め
に
税
金
の
計

算
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
儲
閉
会
を
開

、

　

ヽ

き
ま
す
。
ｉ
Ｊ

’

　

　

　

　

　

‘

ｔ

▼

ヽ

．
＼

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
2
月
2
6
日
　
9
時
3
0
分
か
ら

◇
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
若
松
税
務
署
調
査
官

な
お
、
こ
の
と
き
次
の
書
類
を
持
参

す
る
と
わ
か
り
や
す
く
便
利
で
す
。

○
売
買
契
約
書
、
○
測
量
費
ま
た
は

仲
介
手
数
料
な
ど
の
領
収
書

ま
た
、
一
般
の
売
買
の
ほ
か
に
、
収

用
、
交
換
な
ど
も
讃
渡
所
得
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
該
当
さ
れ

る
か
た
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

－
－
〓
－
．
．
〓
－
－
〓
〓
〓
－
－
〓
〓
〓
－
－
〓
〓
己
－
．
〓
〓
－
〓
〓
．
〓
〓
〓
－
ｔ
〓
〓
－
〓
〓
〓
〓
〓

ＩＪｌｌＨｌｌｒＨＨＩＨＩＨｌｌ］ＨＩＦＬＩＨｒＨＩＨＩＨｌｌｌｌｌＨｌｌｌｌＨｌｌｌｌＨＩＪＬｌＩｌｌｔｌＨｌｌＩＪＨＨＨＩＨｌｌｌＬＩＨｌｌｌＨＪＩｆＨＩＬｒｌＨＩＩＩＨＪＩＨｌｌｌｌｌｌＪＩＨｌｌｕＬ］ＨｌＨｌｌｌＨＩＨＨＩＨｌｌＪＨＩＨＩＬｌｌｌｌｌｌＨｌｌ

舗1回水巻町環境浄化研究協議会を開催

町では、福岡県青少年育成県民会議の後援で、第1回水巻町環境浄化研究協議会を

開きます。これは、青少年の健全育成をより一層推進するため、それを阻害している

悪い痍境を排除し、明るい住みよい町づくりを推進するために開かれます。各種委員

及び関係機関の参加をお願いします。

月17日　　◇会場　古賀区　第3保育園2階集会室

演　青少年問題とその対策（九州大学教授　遠藤辰雄氏）

息
◇期日

◇内容
1映画　善悪のけじめ

＝ＨＭＨＨ＝ＨｍＨ‖ＨＨｔ川ｌＨＨ＝ｌｌ11日目日日川ｌｌｍＭＨＨＨｌｌ日日11111Ⅲｌｍｌ日日ｌ＝日日Ｈｍ‖1日ｌｌＨＨ日日ｌｌＨ＝ｌｌ日日＝ＨｌＭ＝ｌｌ＝Ｈｌ

ぎ
≡
≡
≡
≡
≡
…
≡
－
…
≡
－
－
≡
：
－
≡
≡
…
≡
≡
≡
…
…
…
鞠
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学
資
に
困
っ
て
い
る
か
た
に

修
学
資
金
を
貸
付
け
ま
す

込
ま
れ
た
か
た
に
限
り
ま
す
。

申
込
み
は
、
醇
込
む
こ
と
の
で
き

る
そ
の
月
の
二
十
五
日
ま
で
と
し
、

特
別
に
事
情
の
な
い
限
り
そ
の
他
の

月
の
貸
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

貸
付
状
の
申
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し

い
こ
と
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
ま
た

は
、
役
場
老
人
児
童
課
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
学
資
に
因
っ
て
い
る
か
た

に
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
公
立
・
私
立
短

期
大
学
、
公
立
・
私
立
大
学
に
進
学
を

予
定
さ
れ
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
、
現

在
在
学
中
で
学
資
に
困
っ
て
い
る
か
た

が
利
用
で
き
る
貸
付
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
他
の
奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
か
た
は
、
二
重
に
は
借
り
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
貸
付
対
象
者
　
低
所
得
世
帯
（
例
、

父
親
四
十
歳
、
母
親
三
十
五
歳
、
十

四
歳
と
九
歳
の
子
の
家
族
四
人
の
世

帯
で
、
一
カ
月
十
三
万
四
千
円
以
下

の
所
得
の
世
帯
）
、
母
子
世
帯
、
被

保
護
世
帯
に
属
す
る
者
の
就
学
者
に

対
し
て
貸
付
け
ま
す
。

福
岡
通
商
産
業
局
で
は
、
高
松
ガ

ス
株
式
会
社
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
ガ

ス
供
給
規
程
の
設
定
の
認
可
に
関
す

る
公
聴
会
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。こ
れ
は
、
一
ガ
ス
供
給
規
程
　
1
針
、
公
聴
会

長
あ
て
の
公
聴
会
参
加
届
け
を
、
二

月
二
十
八
日
ま
で
に
通
産
局
公
益
事

業
課
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二

丁
目
十
二
苔
一
号
）
に
提
出
し
て
く

ｌ

 

Ｉ

Ｊ

　

【

．

1

　

だ

さ

い

。

醐
結
餌
銅
…
設
定
認
可
の
説
明
会

の
手
続
き
、
そ
の

他
の
お
た
ず
ね
は

れ
て
い
ま
す
が
、
公
聴
会
に
出
席
し

て
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
い
か
た
は
、

住
所
・
氏
名
・
職
業
及
び
、
意
見
の

概
要
を
記
載
し
た
福
岡
通
商
産
業
局

公
益
事
業
課
（
℡
0
9
2
・
4
㍗
1

・

1

3

0

1

内

線

5

2

1

1

）

　

へ

。

◇
日
時
　
3
月
1
0
日
　
1
0
時
か
ら

◇
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

修　学　費　と　償　還

修

学

資

金

．

学

費

月　　　　　　　　　 額 ‾すえ置
期　　間

傭：　…濃
方　　法

公私立高校　　　　　　　　　　　 4，000円以内

卒

業

後

六

ケ

月

以

内

毎
月
貸

付　 日
け　 賦
嵩 等

以　 の
上　 こ

の‾　と
金
顔
を

国・公立・私立高専1．2．3年　　　 5，000円以内

国・公立・私立高専4．5年　　　　 8，000円以内

国・公立・短大　　　　　　　　　 6，000円以内

私立短大　　　　　　　　　　　　 9，000円以内

匡卜公立大学　　　　　　　　　　 6，000円以内

私立大学　　　　　　　　　　 11，000円以内

就
学
支
度
費

高校・高専　　　　　　　　　　 27，000円以内

自宅通学の場合　　　　　　　　 20，000円以内

大学　　　　　　　　　　　　　　 40，000円以内

自宅通学の場合　　　　　　　　 27，000円以内

なお洋裁学院、看護学院、職業訓錬学校は技能習得費の貸付
け制度があります（ただし利子を若干とられます）

◇
修
学
資
金
の
種
類

就
学
支
度
費
、

修
学
費
（
ど
ち
ら

も
無
利
子
で
す
）

。
母
子
福
祉
資
金

貸
付
の
申
込
み
月

は
二
月
と
三
月
で

す
。
役
場
老
人
児

童
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

。
世
帯
更
生
資
金

貸
付
け
の
申
込
み

は
二
月
と
三
月
で

す
。
水
巻
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

。
就
学
支
度
費

（
母
子
福
祉
資
金

一
級
、
二
級
土
木
施
工

管
理
技
士
特
別
講
習
会

中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
次
の
と
お

り
一
級
お
よ
び
二
級
の
土
木
施
工
管
理

技
士
養
成
特
別
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

◇
日
程
二
級
土
木

・
2
月
1
4
日
一
般
土
木
、
3
月
1
5

日
　
専
門
土
木
、
4
月
5
日
　
法
規
、

5
月
3
日
　
管
理
、
6
月
3
日
　
特
別

講
習
　
（
時
間
は
い
ず
れ
も
1
0
時
～
1
7

時
）二
級
土
木

・
2
月
1
3
日
一
般
土
木
、
3
月
1
4

日
　
専
門
土
木
、
4
月
4
日
　
法
規
、

5
月
2
日
　
管
理
、
6
月
2
日
∵
特
別

・
世
帯
更
生
資
金
＼
講
習
　
（
時
間
は
い
ず
れ
も
ｌ
ｑ
噂
～
1
7

）
は
、
ど
ち
ら
も
　
時
）

二
月
、
三
月
に
申
　
◇
会
場
　
小
倉
北
区
紺
屋
町
十
三
ｙ
一

へ′

毎
日
西
部
会
館

受
験
資
格
、
申
込
方
法
は
、
役
場
建

設
課
庶
務
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

二
級
建
築
士
養
成

特

　

別

　

講

　

習

　

会

中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
二
級
建
築
士
養
成
特
別
講
習
会
を

開
き
ま
す
。

◇
日
程
・
2
月
1
2
日
　
建
築
計
画
、
3
月
1
3

日
　
建
築
施
工
、
4
月
3
日
　
建
築
法

規
、
5
月
1
日
　
建
築
構
造
、
6
月
1

日
　
設
計
製
図
（
時
間
は
い
ず
れ
も
1
0

時
～
1
7
時
〕

＼
や
会
場
　
小
が
北
区
紺
屋
町
十
三
ノ
一

毎
日
西
部
会
館

申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

、
板
場
建
設
偏
濁
係
崎
お
た
ず
軸
＼
だ

さ
い
。
丸
．
㍉

防
犯
標
語
と

防
犯
川
柳
を
募
集

◇
課
題
　
盗
難
予
防
、
暴
力
追
放
、
少

年
の
非
行
化
防
止
を
内
容
と
す
る
も

の
。

◇
応
募
薯
格
　
福
岡
県
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
者
に
限
る
。
男
女
、
年

齢
を
問
わ
な
い
。

◇
応
募
方
法
　
は
が
き
一
枚
に
槙
語
ま

た
は
川
柳
三
旬
以
内
を
記
入
し
、
住

所
、
氏
名
を
明
記
。

◇
送
り
先
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁

目
一
ノ
一
福
岡
県
警
察
本
部
内
、
福

岡
県
防
犯
協
会
連
合
会

◇
審
査
　
主
催
者
が
関
係
権
威
者
に
委

嘱
し
て
行
う
。

◇
発
表
　
「
防
犯
ふ
く
お
か
」
四
月
号

お
よ
び
四
月
上
旬
の
各
主
要
新
聞
に

依
頼
し
て
行
う
。

く
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
．
・
．
ヽ
ヽ
．
、
、
ヽ
、
、
ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
き
、
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
き
．
．
．
．
、
ヽ
、
．
．
ヽ
、
．
．
ヽ

′”′′′′′〝′′′んγ′んＷ．・．′．・．．．・リ′んソ′′．′”′′′”′′′′′ノ′′．・．．′・．Ｈ′．．．′ノ′”′”′”′′′′′ノ′”′′′Ｈり′’、

水道の中止－・開始の届出には

必ず印鑑と領収書を

町内に転入されたかた、また転出されるかたは、必ず

役場水道課に水道の開始または中止の届出をされるよう

お願いします。
届けをされるときには必ず印鑑を持参くだ

中止には、最後に支払われた領収書も持参寄
なお、

さい。ま

ください。∴二
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差
別
　
の
　
な
　
い
　
明
　
る
　
い
　
町
を
　
－

同

和

問

題

や

正

し

く

認

識

し

よ

う

（
同
対
審
答
申
か
ら
）

′
　
Ｐ

ノ
／

の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
も
差
別
の
た
め
に
就
職
困
難
と

い
う
事
情
が
加
わ
る
の
で
問
題
は
深
刻

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
区
の
停
滞
的

過
剰
人
口
を
良
質
の
労
働
力
と
し
て
育

成
し
て
近
代
産
業
部
門
に
就
労
せ
し
め

る
人
的
能
力
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

産
業
・
職
業
に
関
す
る
対
策

同
和
地
区
の
産
業
・
職
業
状
憶
を
み

る
と
、
ま
さ
に
わ
が
国
産
業
経
済
の
二

重
構
造
へ
最
底
辺
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
同
和
地
区
の
産
業
は
、
歴
史

的
、
社
会
的
制
約
に
よ
り
日
陰
の
存
在

と
し
て
わ
が
国
の
経
済
発
展
か
ら
と
り

残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ま
た
、
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
を
阻

害
す
る
制
紺
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は

見
逃
せ
な
い
。
と
く
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
同
和
地
区
住
民
は

不
当
な
差
別
に
よ
り
就
職
の
機
会
均
等

が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

近
代
産
業
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
い
わ
ゆ

る
停
滞
的
過
剰
人
口
が
同
和
地
区
に
数

多
く
滞
溜
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
地
区
住
民
の
生
活
は
つ

ね
に
不
安
定
で
あ
り
、
経
済
的
、
文
化

的
水
準
は
き
わ
め
て
低
い
。

こ
れ
は
差
別
の
結
果
で
あ
る
が
、
同

時
に
ま
た
、
そ
れ
が
差
別
を
助
長
し
再

生
産
す
る
原
因
で
も
あ
る
。
か
く
て
、

同
和
問
題
の
根
本
的
解
決
を
は
か
る
政

策
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
と
し
て
は
、

同
和
地
区
の
産
業
・
職
業
問
題
を
解
決

し
、
地
区
住
民
の
経
済
的
・
文
化
的
水

準
の
向
上
を
保
障
す
る
経
済
的
基
礎
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
見
地
に
立
つ
と
き
、
同
和
対

策
と
し
て
の
産
業
・
職
業
に
対
す
る
対

策
の
基
本
的
方
向
と
目
標
は
、
次
の
ご

と
ノ
＼
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
　
同
和
地
区
の
よ
う
な
経
済
的
基
盤

の
劣
弱
な
後
進
地
区
で
は
、
社
会
開
発

と
経
済
開
発
を
併
行
的
に
行
う
か
、
あ

る
い
は
、
社
会
開
発
を
経
済
開
発
に
先

行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
和
地
区
の
非
近
代
的

な
社
会
経
済
構
造
を
改
革
し
て
近
代
的

な
地
域
社
会
を
建
設
す
る
目
標
の
下
に

経
済
開
発
計
画
と
関
連
さ
せ
て
地
区
住

民
の
生
活
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
を
は

か
る
諸
施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
、
地

区
の
経
済
開
発
を
推
進
す
る
方
向
で
．
地

区
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

㊤
　
同
和
地
区
に
は
多
数
の
停
滞
的
過

剰
人
口
が
滞
溜
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

経
済
の
高
度
成
長
の
過
程
で
地
区
の
産

業
の
衰
退
に
伴
う
失
業
者
、
転
廃
業
者

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

水
巻
町
遥
挙
管
理
委
員
会
で
は

昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
現
在
で

申
請
の
あ
っ
た
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
選
挙
人
名

簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

◇
期
間
　
5
1
年
2
月
2
3
日
か
ら

5
1
年
3
月
8
日
ま
で

◇
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

年
後
5
時
ま
で

◇
場
所
　
役
場
住
民
課
（
水
巻
町

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）
受

付
け
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

消

火

器

の

購

入

は

メ
ー
カ
ー
を
確
認
し
て

最
近
各
地
で
、
「
一
般
家
庭
で
も
消

火
器
を
数
本
取
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
と
い
っ
て
、
消
火
器
を
無
理

に
買
わ
せ
る
悪
質
な
押
売
れ
販
売
が
起

き
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
火
災
予
防
の
た
め
に
も

と
、
消
火
器
を
各
家
庭
に
も
設
置
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
法
的
に

は
一
般
家
庭
で
の
消
火
器
の
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

‖
　
消
火
器
の
メ
ー
カ
ー
及
び
、
国
家

検
定
晶
で
あ
る
か
を
調
べ
て
か
ら
買

っ
て
く
だ
さ
い
。

用
　
販
売
者
が
消
防
設
備
士
会
の
会
員

で
あ
る
か
、
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
（

郡
内
の
業
者
は
、
中
間
・
遠
賀
地
区

消
防
設
備
士
会
に
入
っ
て
い
ま
す
）

避難の方法と心得

最近の建築物の構造は防火的になり、避難

施設や避難器具が設けられています。＿．しか

し、だからといって人命の安全が確保されて

いるとは限りません。

日頃から施設や器具の点検整備につとめ、

また避難訓練の積み重ねが大切です。

また、一般家庭では、深夜の寝入りの火災

は発見が遅れ、体の自由がきかないところか

ら避難の時期を失い、煙にまかれて焼死する

ｔ　といったことも起きます。

ｌ　日頃から，次のことに十分注意して、家族で

火災を想壊した避難訓練をしましょう。

1．いつも2方向の避難を考えておく。

．2．　2階にはロープ、縄ばしごなど避難器具

も　を用意す本。′

13．避難路には物品を置かない。

4．幼児、老人、病人は避難しやすい所にや

すませる。

5．デパートに行った場合は、避難施設と避
、ｌ

難路を確認する。

火災の通報Ｉま　691・0119

緊急以外は　09329・3・1231へ

火災発生場所の問い合せなど緊急でない協合は

電話　09329・3・1231（遠賀部消防署一般加入電

話）にお願いします。

なお、辱災・救急の通報は691・0119へ
（水巻町内からのみ）



高

血

圧

教

室

◇

日

時

　

2

月

1

8

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所

◇
内
容
　
成
人
病
検
診
（
血
圧
測
定
、

検
尿
、
健
康
相
談
、
個
人
指

導
）

◇
料
金
　
無
料

母
子
保
健
相
談

㈱酬胴昭和51年2月10日　目測…ⅢⅢ酬冊ⅢⅢⅢ冊…冊Ⅲ肌Ⅲ醐
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再会　　日
容場　　時

2
月
2
0
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

吉
田
団
地
公
民
館

乳
児
（
身
長
・
体
重
測
定
、

育
児
相
談
指
導
）
、
母
親
（

家
族
計
画
相
談
指
導
）

家
族
計
画
や
相
談
は
、
必
要
が
あ

れ
ば
自
宅
に
伺
い
ま
す
。
役
場
厚
生

課
衛
生
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

宅
地
建
物
取
引
き
の

無
料
相
談
所
を
開
設
、

県
は
、
次
の
と
お
り
宅
地
建
物
取
引

き
に
関
す
る
無
料
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

日

時

　

2

月

2

0

日

～

2

1

日

1

0

時

～

1

7

時

◇
場
所
　
八
幡
井
筒
屋
五
階
ハ
ウ
ジ
ン

グ

◇
相
談
員
　
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法

書
士
、
県
建
築
部
、
市
役
所
職
員

中
間
・
遠
賀
地

区
清
掃
協
議
会

従
業
員
を
募
集

㊥
職
種
と
募
集
人
員

・
運
転
手
　
若
干
名

・
作
業
員
　
若
干
名

・
女
子
事
務
員
　
若
干
名

㊥
給
与
・
運
転
手
　
十
六
万
円

・
作
業
員
　
十
三
万
五
千
円

・
女
子
事
務
員

六
万
五
千
円
～
七
万
円

賞
与
年
二
回
、
昇
給
年
一
回
、
各
種

保
険
有
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
面
接
日
を
通

知
し
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
履

歴
書
一
通
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

㊥
聞
合
せ
先
　
遠
賀
郡
芦
屋
町
粟
屋
。

㈲
協
和
清
掃
工
業
内
（
翠
0
9
3
・

2
3
・
0
、
4
0
2
）

福
岡
県
立
学
校
実
習
助
手

寮
母
採
用
候
補
者
の
試
験

県
教
育
委
員
会
は
、
県
立
学
校
実
習

助
手
・
寮
母
の
採
用
候
補
者
選
考
試
験

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
立
学
校
の
実
習
助
手
、

県
立
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校

の
寮
母
を
採
用
す
る
と
き
の
選
考
資
料

と
し
て
、
志
願
者
の
人
物
・
教
養
な
ど

を
審
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
す
。

－お　礼－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
あ
っ
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。古
賀
　
　
故
井
地
　
良
殿
　
井
地
ハ
ル
ヱ
殿

高
松
区
　
故
舟
江
キ
ヨ
殿
　
舟
江
源
治
郎
殿

頃
末
　
　
故
武
尾
正
憲
殿
　
武
居
　
恵
子
殿

◇
受
験
資
格
　
実
習
助
手
は
昭
和
2
1
年

4
月
2
日
以
降
出
生
の
者
、
寮
母
は

昭
和
1
6
年
4
月
2
日
以
降
出
生
の
者

◇
学
科
と
採
用
予
定
人
員

′
　
実
習
助
手
　
商
業
科
（
若
干
名
）
、

家
庭
科
（
若
干
名
）
、
工
業
科
（
若
干

名
）
、
農
業
科
（
若
干
名
）
、
窯
業
科

（
一
名
）
、
理
療
科
（
一
名
）
、
理
科

（
若
干
名
）

寮
母
　
若
干
名

◇
試
験
日
と
場
所

・
2
月
2
6
日
、
福
岡
市
西
区
西
新
6

丁
目
ｌ
番
1
0
号
、
県
立
修
歓
館
高
校

◇
願
書
受
付
期
間
　
2
月
1
2
日
か
ら
2

月
1
8
日
ま
で
、
福
岡
県
教
育
庁
指
導

第
一
部
指
導
第
一
課
県
立
学
校
係
で

受
付
け
ま
す
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
水
巻
町

教
育
委
員
会
　
（
雪
6
9
1
・
0
4
0

3
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

．
：
≡
．
．
Ｈ
≡
三
－
≡
≡
≡
－
－
≡
≡
≡
…
≡
－
．
1
－
≡
≡
－
三
．
三
．
…

2　月　の

し　尿　汲　取

予　定　日

2日　頃末、猪熊

3日　頃末、伊左座、立屋敷、猪熊

4日　唐熊県住、吉田片山、ヌメリ石、吉田本村

車返、猪熊　、

5日　鯉口、御輪地、革返、樋口

6日　吉田垣添、中央区、高松区、三ツ頚区、樋

口

7日　中央区、緑風園、高松区、三ツ頭区、猪熊

9日　吉田月夜待、吉田川端商店通、頃宋（15・

18・25区）、頃末（6・11・14区〕

10日　吉田県道筋、吉田大橋、頃宋（6・11・14

㌧　区）
1

12日　二町住、下二町住、樋口卯月．古賀

13日　宮ノ下、机、頃末（6・11・14区）

14日　机社宅、頃末（6・11・14区）

16日　吉田団地

17日　吉田田地、頃末（15・18・25区）、松栄荘、

美吉野、猪鱒

18日　吉田団地、頃末（15・18・25区）、松栄荘

美吉野、頃末（6・11・14区）

19日　伊左座、吉田本村、二、下二、頃末（15、

18、25区）、松栄荘、美吉野、樋口

・120日　猪熊町住

21日　古賀単位

23日　みずほ、古賀区

24日　みずほ、－梅ノ木区、古賀区

25日　幼稚園通り、梅ノ木区、古賀区

26日　幼稚園通り、梅ノ木区、鯉口区

・27日　猪熊、古賀、樋口、鯉口区

二箸8日猪熊、古賀、樋口、机、鯉口区

…日　曜在宅医………………

中村医院　内・児科　下二　691・5820日51月

22日　有留医院　円・児科　吉田　691・1394

29日　長谷川医院　眼　　科　樋口　691・1017

伊藤医院　皮膚科　頃末　691・0527

は9時から17時、原則として往診はしません。

由
＼
画
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察
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診
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ク｛・

ロ
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
娼
　
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－

4、
3

・ｉ・・ｒ

ｌｌ

□
　
印
　
刷
　
冷
　
隼
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


